
　
　
　
　
　

貴
店
名

　
　

  

冊

　
　

部
数

  

ブ
ル
デ
ュ
ー
国
家
資
本
論

  

山
本
哲
士
著　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
体
４
５
０
０
円

  　
　

             ISBN
978-4-938710-19-4 　

C1010 　

¥4500E

  

文
化
科
学
高
等
研
究
院
出
版
局tel.03-3580-7784 fax.03-5730-6084  

山本　哲士（やまもと　てつじ）
1948 年生まれ。東京都立大学大学院人文科学研究科、博士課程修了。教育学博士。政治社会学、ホスピタリティ環境設計学。
元信州大学教授、元東京芸術大学客員教授。
企業環境、環境倫理・環境哲学など、社会環境、文化環境から〈場所 ‐ 地球〉の経済／政治を近代学問体系を超えて総合的に設計・構築す
る超領域的研究。
1975 年、イバン・イリイチが主宰したメキシコの CIDOC へ遊学。1986 年より『季刊 iichiko』編集・研究ディレクター。1988 年「文化科
学高等研究院 EHESC」を設立、2001 年「スイス・ジュネーブ国際学術財団 F・EHESC」として登記、ジェネラル・ディレクターをつとめ、
現在にいたる。2013 年「japan Hospitality Academy」を設立。著書・編著は 50 書以上、編集雑誌は１3 ０冊以上に及ぶ。『文化資本論』（新
曜社）、『新版・ホスピタリティ原論』『哲学の政治 政治の哲学』（文化科学高等研究院出版局）。

『ピエール・ブルデューの世界』『吉本隆明の思想』（三交社）『ミシェル・フーコーの思考体系』『イバン・イリイチ』(EHESC 出版局 ) で思
想家４部作を完成。国家論３部作、昨年の 12 月刊『吉本隆明と共同幻想論』（晶文社）、11 月刊『フーコー国家論』（当社）につぐ、第三弾。
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自
ら
服
属
す
る
国
家
に
認
識
が
収
奪
さ
れ
て
い
る
。
国
家
は
私
の
「
共
同

幻
想
」
で
あ
り
、
我
々
の
「
国
家
資
本
」
で
あ
り
、
我
々
を
安
全
性
と
戦

争
に
「
統
治
制
化
」
し
て
い
る
。
社
会
秩
序
世
界
の
普
遍
的
な
も
の
が
揺

ら
ぐ
現
在
、
吉
本
共
同
幻
想
国
家
論
、
フ
ー
コ
ー
統
治
制
国
家
論
、
ブ
ル

デ
ュ
ー
国
家
資
本
論
の
相
互
理
論
か
ら
自
ら
の
認
知
・
知
覚
・
評
価
の
構

造
を
知
る
、
世
界
線
に
立
っ
た
新
た
な
本
格
的
国
家
論
の
大
作
。
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Tetsuji Yamamoto

◦

Bourdieu
On the STATE 

象徴資本と官僚界

Pierre Bourdieu

国家論３部作完結！
吉本国家論（晶文社）
フーコー国家論
につぐ第３弾！

国
家
を
知
る
こ
と
は
、

自
ら
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

国
家
を
認
識
し
な
い
こ
と
は
、

自
ら
を
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

通念に服属した認知・知覚は
国家資本による押しつけの効
果である。マルクス主義国家
論が解きえなかった象徴的暴
力、象徴資本から、国家の生
成と官僚界の出現を解明。現
在の混迷の根源を明示する。


